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木曽川水系河川整備計画の変更

基本計画

平成27年1月5日に木曽川水系河川整備計画（変更）が公表されました。
「新丸山ダムの建設」は、平成20年3月に策定された木曽川水系河川整備計画に

位置付けられていますが、予備放流方式を採用することで、嵩上げ高を4.1m下げつ
つ必要な洪水調節容量を確保する計画とするため、新丸山ダムの諸元（堤高、総貯
水容量等）を変更したものです。

この木曽川水系河川整備計画変更を踏まえ、今後は特定多目的ダム法に基づき、
新丸山ダム基本計画変更の手続きを行っていきます。
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変更予定の基本計画

ダム規模の変更

工事安全協議会合同総会

<出典> 新丸山ダム建設事業の検証に係る検討報告書



工事安全協議会 合同総会

１月21日（水）、当事務所と丸山ダム管理
所は、工事に伴う労働災害、交通事故の発生
を防止し、労働者の安全衛生及び職場環境の
向上のため、関労働基準監督署及び受注者
（建設業者14社39名）とともに、「工事安
全協議会合同総会」を開催しました。

労働基準監督署の講話及び代表建設業者（3
社）からの発表等を今後の工事の安全管理に
生かすことを決意表明する場となりました。

<講話>
「建設業における労働災害防止について」
関労働基準監督署

<発表>
「工事現場における安全対策の取り組み
について」 代表建設業者

また総会の後、労働基準監督署とともに現
場の安全確保や快適な職場づくりを目的とす
る「工事安全パトロール」を行いました。

付替県道井尻八百津線の第２小和沢橋橋脚
工事現場の安全点検を行った後、労働基準監
督署等から、切土法面の保護崩落対策を検討
する必要があることや、各工事とも現場の
ルールを定めて厳守すること等が肝要である
との指導をいただきました。

いただいた指導事項を遵守するとともに適
宜改善し、無事故・無災害で竣工が迎えられ
るよう取り組んでいきます。

安全点検の状況

<挨拶>
関労働基準監督署 金丸署長

現場見学会の実施（可茂土木協会視察研究会）

1月23日（金）、丸山ダム展望台で可茂
土木協会視察研究会の現場見学会を開催しま
した。可茂土木事務所と関係市町の職員、計
32名が参加し、丸山ダムの目的や効果等に
ついての説明を行いました。

参加者の地元で進めている大型公共事業に
対する関心は高く、新丸山ダム建設事業への
理解を深めていただくことができました。

丸山ダム展望台



新丸山ダムの模型実験

現在、茨城県つくば市内で、新丸山ダ
ム放流設備の水理模型実験を行っていま
す。この実験で放流設備の能力が計算ど
おりに発揮されるかを確認します。

この実験施設は新丸山ダムを１／８０
に縮小した高さ約1.5mのダムの模型を
造り、最大で毎秒200リットル以上の水
を流す大規模なものです。

今後も研究機関の専門家の協力を得な
がら詳細な実験を重ね、その結果をダム
本体の設計に反映させ、ダム事業を進め
ていきます。

新丸山ダム水理模型実験施設（全体）

放流管（抽出実験）の放流状況 模型施設への通水状況

健康づくり講演会

１2月１5日（月）、岐阜県中濃保健所から講師（保
健師）を招き、「働く人のメンタルヘルス」と題した
健康づくり講演会を開催しました。

講演は保健所の業務紹介からはじまり、ストレスの
原因やメカニズムの説明後、受講者全員がストレス
チェックをし、ストレスに対するセルフケア、ストレ
ス解消で注意すること、困ったときの対応方法などの
話がありました。

ストレッチや適度な運動はストレス解消に効果があ
るものの、多量のアルコール摂取や喫煙はその場限り
で、他の病気の要因にもなるという話は印象深く、メ
ンタルヘルスの重要性を再認識する良い機会になりま
した。

岐阜県中濃保健所講師



新丸山ダムの工事実施箇所

工事NEWS

第2小和沢橋A1橋台 第2小和沢橋A2橋台

新小和沢橋A１橋台施工箇所

水路付替え工事 原石山線工事用道路

県道井尻八百津線（土工区間）

<付替県道井尻八百津線関連工事>

１．平成25年度 新丸山ダム井尻八百津線第２小和沢橋下部工事
曙開発（株） <工期> H27.2.10まで

２．平成25年度 新丸山ダム井尻八百津線橋梁下部工事
日産工業（株） <工期> H27.3.27まで

３．平成26年度 新丸山ダム井尻八百津線改良工事
北川工務（株） <工期> H27.３.31まで

４．平成26年度 新丸山ダム井尻八百津線新小和沢橋下部工事
北川工務（株） <工期> H27.３.30まで

<付替国道418号関連工事>

Ａ．平成26年度 新丸山ダム国道418号6号橋下部工事
青協建設（株） <工期> H27.6.30まで

Ｂ．平成26年度 新丸山ダム国道418号潮見地区改良工事
セントラル建設（株） <工期> H27.6.30まで

<新丸山ダム関連工事>

Ⅰ. 平成25年度 新丸山ダム口杣沢水路工事
（株）友進道路 <工期> H27.3.27まで

Ⅱ. 平成2６年度 新丸山ダム原石山線改良工事
金子工業（株） <工期> H27.3.10まで

Ⅲ. 平成2６年度 新丸山ダム転流工進入路工事
（株）栗山組 <工期> H27.６.30まで

<その他工事>

平成2６年度 新丸山ダム管内維持修繕工事
（株）天野建設 <工期> H27.3.31まで

<工事の進捗状況 H27.2.10現在>

A

B

Ⅲ


